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図-9 太陽エネルギ ー 変換基地の建設速さ

設備の生産もエネルギ ー 消費を伴なうため， CO2問題

は先ずエネルギ ー の効率的利用が第1であることに変

りはなし＼ ・

おわりに

太陽エネルギ ー 利用技術の評価は， 第1に低密度・

変動性に対する技術対応であり， 結果としてシステム

効率と面積当りに投入された生産エネルギ ー で評価さ

れる ． 第2点は， クリ ー ンエネルギ ー 生産手段として，

設備の製造及び運用課程における環境有害物質の排出

が 少ないものであること， 等の点から太陽熱発電を見

直してみる必要が ある ．

エネルギ ー 多消費に伴なうCいの増加と地球環境問

題の定量的な因果関係の解明とは別に， 何故， 今太陽

エネルギ ー 利用を推進すべきかという視点を理解して

頂くために強調しておくことは， 太陽エネルギ ー の地

球に対する収支結果が人間の消費ェネルギ ー の1万 倍

エネルギ ー ・資源

はある ． Cい等の影響でその収支が1％増加すれば，

人間の消費ェネルギ ー が100倍も増したことになる，

例え増加分が1万分の1程度でも世界のエネルギ ー 消

費量に相当し， 人工的な手段では増加した環境エネル

ギ ー の収支を元に戻すことか不可能である ． CO,, メ

タン等の温室効果気体問題の対応は速やかに行動を起
す時であるとともに， その根本的な解決策としては太

陽エネルギ ー の利用に帰着する． 太陽エネルギ ー は莫

大な資源量であるが短期間に利用設備を増設すること

は公害発生エネルギ ー の消費を増大させる， このため

にはより高効率の変換技術を主体に超長期の計画に拮

づいた太陽エネルギ ー ヘの切り換えを順次進めなけれ

ばならない ．

最後に， 太陽熱発電の復権について認識を改めるべ

き点を付け加えておきたい， 世界の動向は今や商業ベ
ー スの発電所が1グルー プの能力で年にlOOMWeのペ ー

スで建設される時代に人っている ． 米国では他の発電

方式と同等の発電原価を達成し， より強化される公害

対策費というコストアップ要因を抱えた他の発電方式

に比べ， 更に技術の進歩によりコスト低下の可能性を

秘めた太陽熱発電は， 近い将来最も安価な発電の座を

ねらう段階にある ． この後に及んで技術先進国， エネ

ルギ ー 多消費国である我か国が太陽熱発電に目を伏せ

ていてはならないことを強調したい

読者の方々か広い視野で次の世代の繁栄を真剣に考

えられ， 確固たる自論を持たれることに少なからず寄

与すればさいわいである ．

参 考 文 献
1) Suthern California Edison Company Technical guide 
2 )  SERI. Science & Technology in Review, May-June 1988 
3) Solar Total Energy Project. Annual Technical Progress

Report. Prepared for The United States Department
of Energy Division of Solar Energy. 1983.1

4)電子技術総合研究所最報， 特集：太陽熱発電システム，
(1979. VoL43-l, 2) (1982 , VoL46-10) (1983, VoL 

4 7 - 5) (1989, VoL 53- 9)
5) Liiz Engineering Corpration Technical Report etc 
6)第14回産業公害研究所 1988. 12 p. 2 3

澤田他「210 0年を目指したCい零計画」

―-24




